
 

 

 

 

 
 

10 月 10 日は「目の愛護デー」です。日ごろから自分の目を大切にしていますか？

目を使い過ぎていませんか？ 私たちの目は、近くの物を見る時、よく見えるように

筋肉を緊張させてピントを合わせています。パソコンやスマートフォンを見ている間、

ずっと目は緊張したままなのです。 

大切な目に疲れがたまらないようにしましょう。 
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 マイコプラズマ肺炎にかかる人が増えています。 

国立感染症研究所によると、4週連続で増え、同時期としては 

過去 10年で最多となっているそうです。秋から冬にかけて、 

さらに感染者が増える可能性があり、専門家は注意を呼びかけ 

ています。都道府県別では、福井が最も多く、次いで東京、岐阜、茨城、大阪、広島、青森、埼玉、愛知と続

きます。マイコプラズマ肺炎は、肺炎マイコプラズマという細菌が引き起こす感染症です。 

くしゃみや咳のしぶきなどを通して感染し、熱や咳、倦怠（けんたい）感や頭痛が出ます。咳は数週間続

くケースがあります。症状が軽い場合は自然に回復することもありますが、一部の患者は肺炎が重症化して入

院が必要になることがあります。まれに脳炎などを起こすこともあります。患者は 14 歳以下の人が多いです

が、成人もかかっています。治療は抗菌薬を使用し、多くは症状が改善します。潜伏期間は 2～3 週間と長い

ため、家族に症状が出てから忘れた頃に自分に症状が出ることもあります。強い咳や熱が長く続く場合などは

受診しましょう。 

 

◆予防法は？  

基本的にはインフルエンザなどと同じで、普段からの

石けんによる手洗い（タオルの共有はしない）などの感染

対策が有効です。また、咳がある場合には、他の人にうつ

さないよう、マスクを着用するなどの“咳エチケット”を

守ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイコプラズマ肺炎は、出席停止の感染症

です。診断を受けたら学校に連絡をしてく

ださい。登校の目安は「症状により学校医

その他の医師において感染のおそれがな

いと認めるまで」となっています。 

主治医の判断に任せてください。 


